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無
辜
の
市
民
悼
む
不
戦
の
「
刀
」

増

山

雄

三

コ

ロ

ナ

禍

で

混

迷

す

る

中

、

戦

後

七

十

五

年

の

夏

を

見

つ

め

直

そ

う

と

、

姫

路

市

の

手

柄

山

中

央

公

園

に

あ

る

「

太

平

洋

戦

全

国

戦

災

都

市

空

襲

死

没

者

慰

霊

塔

」

へ

向

か

う

と

、

暦

の

上

で

は

も

う

立

秋

と

は

い

え

、

記

録

的

な

猛

暑

で

、

と

に

か

く

暑

い

。

山

陽

電

鉄

の

手

柄

駅

で

降

り

る

と

、

緑

あ

ふ

れ

る

小

山

が

見

え

、

シ

ラ

サ

ギ

が

群

れ

を

な

す

標

高

四

十

九

米

の

手

柄

山

へ

、

息

を

切

ら

せ

な

が

ら

登

り

山

頂

に

到

着

す

る

と

、

そ

こ

か

ら

は

、

姫

路

城

や

姫

路

の

街

が

、

パ

ノ

ラ

マ

の

よ

う

に

広

が

っ

て

見

え

る

。

武

器

の

象

徴

で

あ

る

、

「

刀

」

を

大

地

に

突

き

立

て

た

デ

ザ

イ

ン

で

、

「

も

う

戦

争

は

し

な

い

」

と

い

う

、

不

戦

の

誓

い

が

表

現

さ

れ

て

い

る

、

慰

霊

塔

の

先

端

を

目

印

に

し

て

歩

い

て

い

く

と

、

す

ぐ

に

た

ど

り

着

い

た

も

の

の

、

私

以

外

は

誰

も

い

な

い

。

そ

れ

は

、

「

三

密

回

避

」

の

時

節

な

の

で

、

慰

霊
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塔

の

前

に

は

線

香

も

花

束

も

な

く

、

複

雑

な

気

持

ち

を

抱

え

な

が

ら

、

塔

の

前

で

頭

を

垂

れ

た

。

こ

の

慰

霊

塔

は

現

在

、

一

般

財

団

法

人

「

太

平

洋

戦

全

国

空

爆

犠

牲

者

慰

霊

協

会

」

が

管

理

す

る

が

、

戦

後

す

ぐ

の

一

九

四

七

年

、

当

時

の

石

見

元

秀

姫

路

市

長

が

、

全

国

に

呼

び

か

け

結

成

さ

れ

た

「

全

国

戦

災

都

市

連

盟

」

を

中

心

に

し

て

、

昭

和

三

十

一

年

（

一

九

五

六

年

）

十

月

二

十

九

日

に

建

立

さ

れ

た

。

慰

霊

塔

は

高

さ

二

十

七

、

七

米

あ

っ

て

、

塔

身

は

「

前

室

に

「

前

垂

」

そ

し

て

「

側

柱

」

で

構

成

さ

れ

て

、

前

垂

の

日

本

地

図

に

は

、

一

都

九

十

九

市

十

三

町

の

百

十

三

戦

災

都

市

の

位

置

が

示

さ

れ

、

「

太

平

洋

戦

全

国

戦

災

都

市

空

爆

死

没

者

の

霊

此

の

と

こ

ろ

に

眠

る

」

と

あ

り

、

ま

た

側

柱

に

は

、

各

戦

災

都

市

が

空

爆

を

受

け

た

年

月

日

や

死

没

者

数

、

そ

れ

に

罹

災

を

受

け

た

人

口

な

ど

が

刻

ま

れ

て

い

る

。

水

戸

市

の

記

録

が

刻

ま

れ

た

側

柱

の

前

で

、

私

の

足

が

止

ま

っ

た

が

、

昭

和

二

十

年

八

月

一

日

未

明

の

空

襲

で

、

水

戸

市

内

に

住

ん

で

い

た

、

当

時

八

才

の

私

は

母

に

手

を

引

か

れ

、

雨

霰

の

よ

う

に

落

ち

て

く
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る

焼

夷

弾

の

中

を

逃

げ

惑

い

、

辛

う

じ

て

命

拾

い

を

す

る

事

が

で

き

、

幸

い

に

も

死

没

者

で

は

な

く

、

罹

災

人

口

の

中

に

数

え

ら

れ

た

が

、

百

坪

ほ

ど

の

敷

地

に

あ

っ

た

屋

敷

と

蔵

は

、

跡

形

な

く

焼

け

落

ち

、

残

っ

て

い

た

の

は

、

焼

け

た

水

道

の

鉛

管

か

ら

、

ポ

タ

ポ

タ

と

落

ち

て

い

る

水

だ

け

だ

っ

た

。

そ

し

て

、

毎

年

建

立

日

に

、

追

悼

平

和

祈

念

式

が

営

ま

れ

、

空

爆

で

犠

牲

に

な

っ

た

、

五

十

万

九

千

人

余

の

民

間

人

死

没

者

を

供

養

し

て

き

た

が

、

塔

の

背

面

に

刻

ま

れ

た

長

文

の

中

に

は

、

「

身

に

何

等

の

防

備

な

く

し

て

無

慙

な

る

空

襲

の

中

に

敢

な

く

非

業

の

死

を

遂

げ

た

幾

多

の

無

辜

の

市

民

に

つ

い

て

は

全

く

こ

れ

を

顧

み

る

と

こ

ろ

が

な

か

っ

た

」

と

あ

る

。

近

く

に

あ

る

姫

路

市

平

和

資

料

館

に

は

、

戦

時

中

の

人

々

の

生

活

等

を

伝

え

る

、

市

民

か

ら

寄

贈

さ

れ

た

貴

重

な

資

料

が

展

示

さ

れ

て

い

る

が

、

一

九

四

五

年

六

月

二

十

二

日

と

、

七

月

三

日

深

夜

か

ら

四

日

未

明

に

か

け

て

の

「

姫

路

空

襲

」

に

つ

い

て

も

、

自

分

の

経

験

を

思

い

な

が

ら

学

ぶ

こ

と

が

で

き

た

。

同

館

で

開

催

さ

れ

て

い

た

、

「

非

格

平

和

展

」

で
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は

、

被

爆

地

の

広

島

や

長

崎

に

関

す

る

パ

ネ

ル

展

示

と

併

せ

て

、

子

供

達

が

寄

せ

た

平

和

や

格

廃

絶

を

願

う

絵

や

書

が

飾

ら

れ

て

い

た

が

、

戦

災

犠

牲

者

の

追

悼

行

事

の

中

止

が

相

次

ぐ

中

、

考

え

る

力

だ

け

は

培

っ

て

お

き

た

い

と

思

っ

た

。

令

和

二

年

九

月


